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令和 3年 5月 7日 

 

 

 

  

新規採用・削除医薬品等通知 
 

（薬品名） エナロイ錠 2mg 劇  市販直後調査 2020年 12月～2021年 6月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Enarodustat 

1 錠中エナロデュスタット 2 mg 含有 

エナロデュスタット 

鳥居薬品株式会社 

2020 年 11 月 

1 錠 275.90 円 

3999 

HIF-PH阻害薬 腎性貧血治療薬 

効能・効果 腎性貧血 

用法・用量 〈保存期慢性腎臓病患者及び腹膜透析患者〉 

通常，成人には，エナロデュスタットとして 1 回 2mg を開始用量とし，1 日 1 回食前又は就寝前に経口投

与する。以後は，患者の状態に応じて投与量を適宜増減するが，最高用量は 1 回 8mg とする。 

〈血液透析患者〉 

通常，成人には，エナロデュスタットとして 1 回 4mg を開始用量とし，1 日 1 回食前又は就寝前に経口投

与する。以後は，患者の状態に応じて投与量を適宜増減するが，最高用量は 1 回 8mg とする。 

禁忌 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

妊婦又は妊娠している可能性のある女性 

相互作用 本剤作用減弱；リン吸着薬 セベラマー塩酸塩、ビキサロマー、炭酸ランタン 

多価陽イオン（カルシウム、鉄、マグネシウム、アルミニウム等）を含有する経口製剤 

副作用 重大な副作用  血栓塞栓症 

新規採用医薬品通知 
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（薬品名） ゼプリオンTRI水懸筋注 263mg ・ 525mgシリンジ 劇 
市販直後調査 2020年 11月 

～2021年 5月    

（英名） 

（規格・含有量） 

 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Paliperidone Palmitate  

パリペリドンパルミチン酸エステル（パリペリドンとして） 

 263mg 製剤：410mg（263mg）   525mg 製剤：819mg（525mg） 

パリペリドンパルミチン酸エステル 

ヤンセンファーマ株式会社 

2020 年 11 月 

263mg 製剤：84,829 円  525mg 製剤：134,858 円 

1179 

持効性抗精神病剤 

効能・効果 統合失調症（パリペリドン 4 週間隔筋注製剤による適切な治療が行われた場合に限る） 

用法・用量 本剤は、パリペリドン 4週間隔筋注製剤が 4 ヵ月以上継続して投与され、適切な治療が行われた患者に対

し、最終投与の 4 週間後から切り替えて使用する。 

通常、成人には、パリペリドンとして、パリペリドン 4 週間隔筋注製剤最終投与量の 3.5 倍量を、12 週間に

1 回、三角筋又は臀部筋に筋肉内投与する。 

禁忌 昏睡状態の患者［昏睡状態を悪化させるおそれがある。］ 

バルビツール酸誘導体等の中枢神経抑制剤の強い影響下にある患者［中枢神経抑制作用が増強される

ことがある。］ 

アドレナリン（アナフィラキシーの救急治療に使用する場合を除く）、クロザピンを投与中の患者 

本剤の成分、パリペリドン及びリスペリドンに対し過敏症の既往歴のある患者 

中等度から重度の腎機能障害患者（クレアチニン・クリアランス 50mL/分未満） 

相互作用 血圧降下 アドレナリン（アナフィラキシーの救急治療に使用する場合を除く）、ボスミン、降圧薬 

両剤作用増強 中枢神経抑制剤（バルビツール酸誘導体等）、アルコール 

両剤作用減弱 ドパミン作動薬 

本剤血中濃度低下 カルバマゼピン 

QT延長 QT延長を起こすことが知られている薬剤 

副作用 重大な副作用 悪性症候群（Syndrome malin）、遅発性ジスキネジア、麻痺性イレウス、抗利尿ホルモン不

適合分泌症候群（SIADH）、肝機能障害、黄疸、横紋筋融解症、不整脈、脳血管障害、高血糖、糖尿病

性ケトアシドーシス、糖尿病性昏睡、低血糖、無顆粒球症、白血球減少、肺塞栓症、深部静脈血栓症、

持続勃起症、アナフィラキシー 
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（薬品名） コムクロシャンプー0.05% 劇   

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Clobetasol Propionate 

1g 中日局クロベタゾールプロピオン酸エステル 0.5 mg 含有 

クロベタゾールプロピオン酸エステル 

マルホ株式会社 

2017 年 5 月 

1g 24.70 円 

2646 

外用合成副腎皮質ホルモン剤 

効能・効果 頭部の下記疾患 

尋常性乾癬、湿疹・皮膚炎 

用法・用量 通常、1日 1回、乾燥した頭部に患部を中心に適量を塗布し、約 15分後に水又は湯で泡立て、洗い流す。 

禁忌 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

頭部に皮膚感染症のある患者［感染を悪化させるおそれがある］ 

頭部に潰瘍性病変のある患者［皮膚の再生が抑制され、治癒が遅れるおそれがある］ 

相互作用 記載なし 

副作用 記載なし 

（薬品名） イスパロクト静注用 2000 ・ 3000 生物   

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Turoctocog Alfa Pegol (Genetical Recombination)  

1 バイアル中ツロクトコグ アルファ ペゴル（遺伝子組換え）2,000・3,000 国際単位 

ツロクトコグ アルファ ペゴル（遺伝子組換え） 

ノボノルディスクファーマ株式会社 

2019 年 11 月 

1 瓶 2000 単位；230,339 円 3000 単位；329,913 円 

6349 

ペグ化遺伝子組換え型血液凝固第 VIII因子製剤 

効能・効果 血液凝固第 VIII因子欠乏患者における出血傾向の抑制 

用法・用量 本剤を添付の専用溶解液全量で溶解し、1～2mL/分で緩徐に静脈内に注射する。 

通常、1 回体重 1kg 当たり 10～30 国際単位を投与するが、患者の状態に応じて適宜増減する。 

定期的に投与する場合、12 歳以上の患者には、通常、1 回体重 1kg 当たり 50 国際単位を 4 日毎に投与

する。なお、患者の状態に応じて、1回体重 1kg当たり 50国際単位を週 2回、又は 1回体重 1kg当たり 75

国際単位を週 1 回投与することもできる。 

12 歳未満の小児には、通常、1回体重 1kg 当たり 60 国際単位を週 2 回投与する。なお、患者の状態に応

じて、1 回体重 1kg 当たり 50～75 国際単位を週 2 回又は 3 日毎に投与することもできる。 

禁忌 記載なし 

相互作用 記載なし 

副作用 重大な副作用 ショック、アナフィラキシー 
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ノボエイト静注用 1000 

ノボエイト静注用 1500 

リスパダール コンスタ筋注用 25mg 

リスパダール コンスタ筋注用 37.5mg 

ビスダーム軟膏 5g 

イーフェンバッカル錠 50μg 

5/7 削除 

5/7 削除 

5/7 削除 

5/7 削除 

5/7 削除 

5/7 削除 

変更後 変更前 

● 在庫消尽後 

モルヒネ硫酸塩水和物徐放細粒分包 10mg「フジモト」 

 

モルペス細粒 2% 

ラツーダ錠 80mg 

ゼプリオン水懸筋注 50mg シリンジ 

5/7 採用 

5/7 採用 

変更後 変更前 

● 5 月 7 日より 

ガランタミン OD 錠 4mg「DSEP」 

 

レミニール OD 錠 4mg 

削除医薬品通知 

規格追加医薬品通知 

後発医薬品採用通知 

販売名変更薬品通知 
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献血グロベニン‐Ｉ 

静注用 

2500mg 

5000mg 

【効能・効果】 

◇無又は低ガンマグロブリン血症 

◇重症感染症における抗生物質との併用 

◇特発性血小板減少性紫斑病（他剤が無効で、著明な出血傾向があり、外科的処

置又は出産等一時的止血管理を必要とする場合） 

◇川崎病の急性期（重症であり、冠動脈障害の発生の危険がある場合） 

◇慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣性運動ニューロパチーを含む）の筋力低

下の改善 

◇慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣性運動ニューロパチーを含む）の運動機

能低下の進行抑制（筋力低下の改善が認められた場合） 

◇天疱瘡（ステロイド剤の効果不十分な場合） 

◇スティーブンス・ジョンソン症候群及び中毒性表皮壊死症（ステロイド剤の効果不

十分な場合） 

◇水疱性類天疱瘡（ステロイド剤の効果不十分な場合） 

◇ギラン・バレー症候群（急性増悪期で歩行困難な重症例） 

◇血清 IgG2 値の低下を伴う、肺炎球菌又はインフルエンザ菌を起炎菌とする急性

中耳炎、急性気管支炎又は肺炎の発症抑制（ワクチン接種による予防及び他の適

切な治療を行っても十分な効果が得られず、発症を繰り返す場合に限る） 

◇多発性筋炎・皮膚筋炎における筋力低下の改善（ステロイド剤が効果不十分な場

合に限る） 

【用法・用量】 

◇多発性筋炎・皮膚筋炎における筋力低下の改善： 

通常、成人には 1 日に人免疫グロブリン G として 400mg（8mL）/kg 体重を 5 日

間点滴静注する｡ 

◇他.省略 

適応追加通知 


